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Abstract
 Tomio Hiei himself is described as a sort of general model of an artisan who makes an ogre-tile in this 
paper. Tomio is an individual ogre-tile maker who has been making an ogre-tile since he started to work 
at the Yamamoto Onigawara Inc. when he was 33 years old. The theme of this paper is what an ogre-tile 
maker called “Onishi” is. In other words I intend to convey a figure of an artisan who makes an ogre-tile 
while describing an artisan Tomio Hiei and his life. As a result, you can understand how the tradition of 
making an ogre-tile has been conveyed from generation to generation. At the same time you will be able 
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まとめ
　日栄富夫の鬼瓦職人の姿を追ってみた。見えてきたのは鬼師たちの一連の系譜である。
鬼瓦作りの伝統がいかに受け継がれていくのかが富夫の語る話の中に浮かび上がってくる
のである。直接の師である山本種次、そして間接的な位置に立つ第二の師である杉浦義
照。ここまでは想定内の師といえるが、さらに義照の師である石川類次が富夫の師の系譜
に入ってくる。さらにそのまた上には、類次の師である天野太郎が控える。その天野太郎
は太郎の師となる山本吉兵衛へと続いて行く。すると一気にそれまで縦糸のように流れて
いた系譜が横糸と繋がり始めることになる。つまりほかの系列の鬼師と繋がり始めるの
だ。線が面へと変化し、鬼師が持つ伝統に厚みが出てくるのである。
139
鬼師の世界
　また富夫が心の師と仰ぐ梶川亮治も実は同じ山本吉兵衛の系列の一人である。富夫と亮
治は現在こそ仕事をする鬼板屋は違いこそすれ、同じ鬼瓦の伝統の継承者であり仲間なの
である。それがゆえに、その伝統の理想像を現在最も力強く体現している人に対して強い
憧憬の念が生じるのは自然なのかもしれない。またその完成度の高さゆえに、系列、地
域、時代が生み出す流儀の枠を越え、さらには鬼師という枠組みをも越え、美を追及する
人々、美を志す人々、美を称賛する人々、そして一般の人々をも惹き付ける力があるので
あろう。
　富夫の話から他にも見えてくるものがある。各鬼師の系列という縦糸がそれぞれ世代を
重ねるにつれて変化が起こり、各鬼板屋のスタイルや流儀となって定着するさまである。
義照が言う地域の流儀、鬼板屋の流儀、各鬼師の流儀である。この流儀の三角関係が絶妙
のバランスを取りながら独特なスタイルが出来上がって行くのである。その中心にいるの
が師と弟子という二人の職人なのである。そしてこの関係は決して終わることない伝統の
継承と生成という運動なのである。
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